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トップサービス）を行うとともに、保健・医療・福祉の関係者の研修・教育や、関係機関

のネットワークの構築・連携の推進を図ってまいります。 

第５期計画期間においては、こうした保健・医療・福祉の連携機能を構築していくため

の先駆けとなる取組を開始することとしており、具体的には、 

○ 岡山市における医療連携の在り方等に関する協議会において、在宅医療・介護の推

進や急性期医療における連携の在り方等を協議する 

○ 地域レベルで医療・介護・福祉の関係者（多職種）が研修や意見交換を行い、顔の

見える関係づくりを進める 

○ 地域住民も含めて在宅医療・介護サービスの在り方について考える在宅医療・介護

推進普及啓発イベントを実施する 

○ 訪問診療に必要な知識・技術の習得や介護事業者との連携のための研修・支援を行 

うといった取組を進めてまいります。 

３ 認知症高齢者支援対策の推進 

認知症の対応を適切に行うには、認知症の疑いがある場合、専門医療に早期にアクセス

することにより、迅速な鑑別診療を行い、適切な医療や介護の方針を決定することが重要

です。 

現在、認知症疾患医療センターと認知症コールセンターを開設し、認知症の早期発見か

ら介護サービスへの提供、介護されているご家族の支援を進めており、併せて、認知症対

応の専門性を有する認知症地域連携推進員を地域包括支援センターに配置し、認知症の医

療と介護の切れ目のない提供を目指しています。 
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